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㎞
ほ
ど
登
っ
て
い
く
と
急
に

林
が
開
け
て
集
落
が
現
わ
れ

る
。
敷
地
内
に
は
病
院
や
売

店
、
宿
泊
施
設
、
ア
パ
ー
ト

等
、
人
々
が
生
活
す
る
う
え

で
必
要
な
物
は
あ
ら
か
た
揃

っ
て
い
る
。
知
ら
な
い
者
は

人
里
離
れ
た
山
中
に
何
故
こ

の
よ
う
な
施
設
が
あ
る
の
か

と
驚
く
。そ
れ
が
国
立
駿
河
療

養
所
で
あ
る
。 

 

こ
の
駿
河
療
養
所
は
ハ
ン

セ
ン
病
傷
痍
軍
人
療
養
所
と

し
て
昭
和
十
九
年
に
開
設
さ

れ
た
が
、
戦
後
ま
も
な
く
、

国
立
駿
河
療
養
所
と
改
称

し
、
厚
生
省
所
管
と
な
っ
た
。 

そ
こ
に
は
、
名
ば
か
り
の

治
療
を
目
的
に
、
人
里
離
れ 

 

主
張 

御
殿
場
市
神

山
か
ら
箱
根
西

麓
の
林
道
を
二 

た
こ
の
場
所
に
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
を
強
制
収
用
し
、
長
い

間
、
患
者
の
人
権
を
蹂
躙
し

て
き
た
国
の
政
策
が
あ
っ

た
。
全
国
に
こ
の
よ
う
な
施

設
が
十
三
ヶ
所
あ
る
。 

国
の
ハ
ン
セ
ン
病
政
策

は
、
療
養
所
に
全
て
の
患
者 

     

を
終
生
隔
離
し
て
死
に
絶
え 

る
の
を
待
つ
と
い
う
絶
対
隔 

離
絶
滅
政
策
で
あ
っ
た
。 

 

強
制
収
用
で
は
警
察
に
ピ

ス
ト
ル
を
突
き
つ
け
ら
れ
て

や
む
な
く
入
所
し
た
人
。
警

察
の
ジ
ー
プ
に
家
畜
の
よ
う

に
乗
せ
ら
れ
た
人
も
い
た
と

い
う
。
ま
た
、
収
容
施
設
で 

 

 

ご
み
問
題
は
環
境
問
題
と
と
も
に
現
代
社
会
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
。
四
〇
年
前
の
高
度
成
長

期
、
ご
み
問
題
な
ど
考
え
る
余
裕
も
な
く
大
量
生
産
、
大
量
消
費
の
中
で
、
買
っ
て
来
て
は
捨
て
、

つ
く
っ
て
は
壊
し
を
際
限
な
く
繰
り
返
し
て
き
た
。
気
が
付
け
ば
身
の
回
り
は
ゴ
ミ
の
山
。
既
に

捨
て
場
所
も
無
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
あ
わ
て
て
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
や
、

各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法
な
ど
を
制
定
し
、
ゴ
ミ
の
排
出
を
抑
制
し
、
資
源
を
再
利
用
す
る
循
環
型
社

会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
三
島
市
の
現
状
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

は
、
ま
と
も
な
医
療
体
制
が

取
ら
れ
ず
、
患
者
ど
う
し
が 

面
倒
を
見
合
っ
て
看
病
を
行

っ
た
り
、
注
射
な
ど
も
患
者

自
ら
や
ら
せ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
療
養
所
内
で
の
結
婚

は
条
件
と
し
て
、
男
性
は
断

種
手
術
を
さ
せ
ら
れ
、
子
ど 

     

も
が
で
き
た
女
性
は
堕
胎
さ

せ
ら
れ
た
と
い
う
。 

驚
く
こ
と
に
こ
の
よ
う
な

隔
離
政
策
が
明
治
四
十
年
に

は
じ
ま
り
、
平
成
八
年
三
月

に
「
ら
い
予
防
法
」
が
廃
止

さ
れ
る
ま
で
、
実
に
九
十
年

も
の
長
き
に
お
よ
ん
だ
こ
と

で
あ
る
。 

 

 

三島市のゴミの現状 
たまり続ける焼却灰、処分場は限界、この先は！ 

       

の
事
件
は
、決
し
て
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
事
件
だ
。 

▼
大
分
県
教
委
に
ま
つ
わ
る
政

治
家
や
地
元
有
力
者
、県
教
委
役

人
、
教
育
関
係
者
等
に
よ
る
、
不

正
口
利
き
は
、分
か
っ
て
い
る
だ

け
で
も
四
〇
年
も
前
か
ら
横
行

し
て
い
た
と
い
う
。教
育
行
政
の

組
織
に
巣
ぐ
い
、
互
い
に
群
が

り
、
庶
民
を
あ
ざ
笑
う
よ
う
に 

自
ら
の
昇
進
を
金
で
買
い
、試
験

結
果
の
改
ざ
ん
ま
で
行
っ
た
挙

句
、
平
然
と
要
職
に
就
き
、
人
前

で
偉
そ
う
な
こ
と
を
の
た
ま
う
。

何
と
も
呆
れ
た
醜
態
だ
。 

▼
証
言
し
た
元
幹
部
の
一
人
は

九
〇
年
代
後
半
に
県
教
委
幹
部

に
就
任
。
そ
の
直
後
か
ら
、
県
議

や
市
町
村
の
教
育
長
、国
会
議
員

の
秘
書
ら
が
次
々
に
合
格
依
頼

に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
不

正
は
や
め
る
べ
き
だ
っ
た
が
、就

任
し
た
時
に
は
す
で
に『
当
た
り

前
の
こ
と
』
に
な
っ
て
い
た
」
と

話
す
。 

▼
普
通
で
は
、
噂
で
は
流
れ
て

も
、な
か
な
か
表
に
出
な
い
腐
り

き
っ
た
内
情
が
国
民
の
前
に
あ

か
ら
さ
ま
に
な
っ
た
。誰
で
も
思

う
の
は
こ
れ
等
の
実
態
は
大
分

県
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
る
ま

い
と
い
う
こ
と
だ
。こ
の
問
題
が

表
ざ
た
に
な
っ
た
後
、他
県
で
も

口
利
き
や
採
用
試
験
の
事
前
通

知
を
有
力
政
治
家
等
か
ら
頼
ま

れ
た
と
い
う
話
し
が
も
れ
伝
わ

っ
て
い
る
。 

▼
週
刊
新
潮
七
月
二
四
日
号
の

記
事
で
は
、小
泉
元
首
相
の
政
治

秘
書
で
あ
っ
た
飯
島
勲
氏
が
、〇

一
年
に
講
談
社
文
庫
か
ら
出
版

し
た
著
書
の
中
で
、自
ら
教
員
採

用
に
関
す
る
口
利
き
を
や
っ
て

い
た
と
、
公
言
し
て
い
た
と
い

う
。
安
倍
政
権
時
代
、
教
員
の
質

を
正
す
と
し
て
、教
員
免
許
更
新

制
度
を
導
入
し
た
が
、お
よ
そ
見

当
違
い
の
発
想
だ
。正
す
べ
き
は

政
治
家
や
行
政
の
側
だ
。 

 

▼
大
分
県
教
委
を
め
ぐ

る
汚
職
事
件
が
連
日
報

道
さ
れ
て
い
た
が
、
八

月
に
入
り
い
つ
の
間
に

か
国
民
の
脳
裏
か
ら
忘

れ
去
ら
れ
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
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判
決
が
下
り
、
国
は
控
訴
せ

ず
、
判
決
は
確
定
。
患
者
達

の
救
済
の
道
が
開
か
れ
た
。 

そ
の
後
、
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
の
全
面
解
決
を
は
か
る
た

め
、
基
本
法
の
制
定
を
求
め
、

署
名
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

平
成
二
〇
年
六
月
十
一
日

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本

法
」
が
や
っ
と
成
立
し
た
。 

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
差

別
と
偏
見
の
中
で
生
き
続
け

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

患
者
達
の
苦
悩
は
い
ま
だ
に

続
い
て
い
る
。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
し

た
中
国
政
府
は
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
の
入
国
を
拒
否
し

た
。
そ
の
後
、
患
者
支
援
団

体
等
多
く
の
関
係
者
の
抗
議

に
よ
り
、
入
国
拒
否
は
撤
回

さ
れ
た
が
・
・
・
。 

 

 

ハ
ン
セ
ン
病
は
極
め
て
伝 

染
力
の
弱
い
感
染
病
で
あ
る 

が
「
ら
い
病
」
の
名
で
明
治

以
来
、
国
の
政
策
と
し
て
恐 

ろ
し
い
不
治
の
病
と
宣
伝
さ

れ
て
き
た
。
戦
後
、
画
期
的

な
治
療
薬
で
あ
る
プ
ロ
ミ
ン

に
よ
り
、
治
る
病
気
に
な
っ 

     

た
が
、
戦
後
も
同
様
に
隔
離

政
策
は
続
け
ら
れ
た
。 

 

平
成
八
年
、
「
ら
い
予
防

法
」
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
平

成
十
年
、
患
者
達
は
「
ら
い

予
防
法
」
違
憲
国
家
賠
償
請

求
訴
訟
を
熊
本
地
裁
に
提
訴

し
た
。
平
成
十
三
年
五
月
十

一
日
、
こ
の
裁
判
に
勝
訴
の 

 

 

三
島
市
の
人
口
は
十
一
万
四

千
人
。
そ
の
市
民
の
出
す
ゴ
ミ
の

量
は
、
〇
七
年
度
で
、
生
活
系
、

事
業
系
を
合
わ
せ
て
可
燃
ご
み

は
四
万
四
千
四
百
四
〇
ト
ン
。
そ

の
七
五
％
は
家
庭
ご
み
、
残
り
は

事
業
系
。
不
燃
ご
み
は
三
千
百
四

〇
ト
ン
、
家
庭
か
ら
が
九
六
％
を

占
め
て
い
る
。 

十
年
前
に
比
べ
総
量
で
七
千

四
百
ト
ン
増
加
し
て
い
る
。
〇
六

年
度
と
比
べ
る
と
、
総
量
で
一
六

〇
ト
ン
程
度
減
っ
て
は
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
十
年
間
は
、
毎
年
増

加
が
顕
著
な
傾
向
で
あ
る
。 

 

市
民
一
人
当
た
り
一
年
間
の
、

一
般
廃
棄
物
排
出
量
は
、
九
七
年

度
が
三
六
二
㎏
、〇
七
年
度
が
四

一
七
㎏
。十
年
で
五
十
五
㎏
増
加

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
現
在
、
実
施
に
向

け
市
の
説
明
会
や
市
民
の

意
見
を
求
め
て
い
る
が
、 

基
本
的
な
考
え
は
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。 

①
中
心
市
街
地
の
活
性
化

や
産
業
振
興
に
配
慮
す
る
。 

②
三
島
市
の
自
然
的
・
歴
史

的
資
産
な
ど
を
考
慮
し
定

住
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

と
す
る
。 

③
住
宅
地
・
商
業
地
・
工
業

地
な
ど
の
特
性
に
応
じ
、
良

好
な
市
街
地
環
境
を
維
持
。

④
高
層
建
築
物
の
高
さ
に

関
す
る
問
題
は
、
良
好
な
市

街
地
環
境
の
維
持
や
保
全

を
図
る
上
で
、
特
定
の
区
域

だ
け
で
は
解
決
で
き
る
問

題
で
は
な
い
た
め
、
指
定
区

域
は
、
用
途
地
域
ご
と
に
市

街
化
区
域
全
域
を
対
象
に

す
る
。 

 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
八
月
中
に
、
市
内
十
五 

 

ハ
ン
セ
ン
病
と
国
立
駿
河
療
養
所 

           

ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
差
別
と
偏
見
を
な
く
せ
！ 
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処
理
を
し
て
い
る
。 

〈三
島
市
の
最
終
処
分
場
〉 

三
島
市
の
埋
め
立
て
ゴ
ミ

の
最
終
処
分
場
は
第
一
か
ら

第
三
ま
で
あ
り
、
第
一
、
第

二
は
満
杯
、
封
印
状
態
。 

現
在
稼
動
し
て
い
る
第
三

処
分
場
は
、
八
万
一
千
六
百

?

で
、
総
工
費
八
億
一
千
七

百
万
円
。
平
成
八
年
よ
り
稼

動
し
て
い
る
が
平
成
二
五
年

度
ま
で
に
は
満
杯
状
態
に
な

る
と
の
こ
と
。 

 
 

市
の
担
当
者
に
聞
く
と
、

そ
の
後
の
処
分
場
予
定
地
は

全
く
目
途
が
立
っ
て
い
な

い
。
予
定
地
が
確
保
で
き
な

け
れ
ば
、
県
外
等
も
含
め
、

民
間
処
分
業
者
へ
の
委
託
も

検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

〈広
域
連
合
に
よ
る
処
理
〉 

ゴ
ミ
処
理
施
設
は
近
隣
市

町
も
悩
み
の
種
。
二
〇
〇
一

年
、
駿
豆
地
区
広
域
市
町
村

圏
協
議
会
、
ゴ
ミ
処
理
対
策

委
員
会
で
、
二
〇
一
七
年
を 

 

目
標
に
、
広
域
連
合
に
よ
る

ゴ
ミ
処
理
施
設
が
検
討
さ
れ

た
が
、
合
併
問
題
の
絡
み
も

あ
り
、
現
在
で
は
殆
ど
形
骸

化
し
て
い
る
と
い
う
。 

〈容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
〉 

ご
み
問
題
の
基
本
は
①
ご

み
の
減
量 

②
ご
み
の
資
源

化
と
有
効
利
用 

③
処
理
経

費
節
減
と
環
境
負
荷
の
低
減

と
い
う
こ
と
な
に
る
。 

九
五
年
に
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
は
容
器
包
装
廃
棄

物
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
を
目
的
に
、
消
費
者
は

容
器
包
装
ゴ
ミ
を
分
別
排
出

し
、
市
町
村
が
分
別
収
集
の

責
任
を
負
い
、
事
業
者
は
再

商
品
化
の
義
務
を
負
う
と
い

う
も
の
。 

し
か
し
、
三
島
市
で
は
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
等
一
部
の
も
の
し
か
分

別
収
集
は
実
施
し
て
い
な

い
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
等 

は
可
燃
ご
み
と
し
て
焼
却
し

て
い
る
。 

市
担
当
者
の
話
し
で
は
、

全
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ

ミ
を
分
別
収
集
し
、
有
効
利

用
す
る
に
は
、
面
倒
な
分
別

や
保
管
施
設
な
ど
が
必
要

で
、多
額
の
費
用
も
か
か
り
、

法
律
は
努
力
義
務
規
定
で
あ

り
、
従
う
か
否
か
は
自
治
体

の
選
択
。
当
面
は
徐
々
に
分

別
収
集
の
範
囲
を
広
げ
て
い

く
と
の
こ
と
。 

〈先
進
沼
津
で
の
失
敗
〉 

 

ゴ
ミ
の
先
進
市
、
沼
津
市

で
は
近
年
ゴ
ミ
の
分
別
の
乱

れ
が
生
じ
、
リ
サ
イ
ク
ル
協

会
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
つ
き
、

十
九
年
度
の
品
質
調
査
で
は

Ｄ
ラ
ン
ク
に
落
と
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
こ
の
ま
ま
改
善
し

な
い
と
引
き
取
り
を
拒
否
さ

れ
、
年
間
約
二
億
円
も
か
か

る
別
の
方
法
に
替
え
る
し
か

な
い
危
機
的
状
況
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。 

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

〇
四
年
度
の
環
境
省
の
調

査
で
は
、
一
般
廃
棄
物
は
五

〇
五
九
万
ト
ン
で
、
国
民
一

人
一
年
当
た
り
三
九
六
㎏
の 

類
さ
れ
、
分
別
収
集
は
燃
え

る
ゴ
ミ
、
資
源
ゴ
ミ
、
資
源

古
紙
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
白

色
ト
レ
イ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
、
危
険
不
燃
物
、
乾
電
池

に
区
分
し
て
い
る
。
ま
た
、

粗
大
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
毎
月

第
一
日
曜
日
、
自
己
搬
入
と

し
て
い
る
。 

生
活
系
の
ゴ
ミ
で
、
老
人

家
庭
、
母
子
家
庭
等
で
搬
出

手
段
の
な
い
場
合
は
随
時
収

拾
し
て
お
り
、
平
成
十
五
年

十
月
か
ら
、
ゴ
ミ
集
積
所
に

出
す
の
が
困
難
な
高
齢
者
・

障
害
者
等
の
家
庭
で
は
玄
関

先
ま
で
出
向
い
て
収
集
す
る

と
の
こ
と
。
事
業
系
ゴ
ミ
に

つ
い
て
は
事
業
者
責
任
で
処

理
施
設
に
持
ち
込
み
、
有
料

で
処
理
し
て
い
る
。 

 

収
集
し
た
可
燃
ご
み
は
流

動
床
炉
の
ゴ
ミ
焼
却
施
設
で

焼
却
処
理
。
焼
却
灰
や
破
砕

残
渣
等
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
内

の
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て 

 

ゴ
ミ
を
出
し
て
い
る
と
い

う
。 

 

三
島
市
の
ゴ
ミ
処
理
事
業 

は
、
生
活
系
と
事
業
系
に
分 

現
在
、
三
島
市
で
は
中
高

層
建
築
物
の
高
さ
規
制
に

つ
い
て
動
き
出
し
て
い
る
。

近
年
、
三
島
市
内
の
各
所
に

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
首
都

圏
に
通
勤
す
る
市
民
も
増

え
、
三
島
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を

求
め
る
例
も
多
い
。 

 

低
層
住
宅
地
に
突
然
高
層

建
築
物
が
建
つ
と
、
日
照
権

や
景
観
、
風
害
等
で
居
住
環

境
が
悪
化
し
、
地
域
住
民
と

の
ト
ラ
ブ
ル
が
懸
念
さ
れ
、

従
来
よ
り
、
規
制
を
求
め
る

声
が
出
て
い
た
。 

こ
れ
ま
で
、
市
で
は
関
係

者
に
よ
る
検
討
を
重
ね
、
こ

の
ほ
ど
そ
の
素
案
が
ま
と

ま
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

良
好
な
住
環
境
や
秩
序
あ
る

都
市
環
境
を
維
持
・
保
全
し

て
い
く
た
め
に
、
都
市
計
画

法
に
よ
る
「
高
度
地
区
」
を

指
定
し
、
建
築
物
の
高
さ
の

最
高
限
度
を
定
め
て
い
く 

三
島
市
の
建
築
物
高
さ
規
制 

ケ
所
で
市
の
説
明
会
を
実

施
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
十
一
月
予
定
）
な

ど
で
市
民
の
意
見
を
集
め
、

再
度
規
制
内
容
を
検
討
し

す
る
。 

そ
の
後
、
都
市
計
画
原
案

を
作
成
し
、
説
明
会
等
の
手

続
き
を
を
行
い
、
平
成
二
十

一
年
秋
を
目
途
に
規
制
を

始
め
る
予
定
と
の
こ
と
。
こ

の
規
制
は
条
例
化
に
よ
る

も
の
で
は
な
い
。 

三島市加茂にある清掃センター 

用途地域 容積率 高さの最高限度
第１種、２種中高層住居専用地域 100%～150% 12m、４階程度
第１種、２種中高層住居専用地域
第1種、２種住居地域及び準住居地域
準工業地域、工業地域 200% 15m、５階程度
近隣商業地域 200% 20m、６階程度
商業地域　（駅南口周辺繁華街） 400% 31m、１０階程度

高度地区の内容

200% 15m、５階程度


